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AKB×日本赤十字社
「JOIN !」 キャンペーン

平成26年度決算概要報告

児童福祉週間（5月5～11日）

健康豆知識　ノロウィルス

全国に広がる赤十字病院

常任理事会開催報告

76AREA NEWS
広島・愛知・長野・静岡・富山・岡山

山梨・栃木・福島・佐賀・兵庫
ネパールへERU第二班出発

クロスプロジェクト
秋篠宮ご夫妻ライトセンターご訪問
病児保育の技術向上を目指して

口永良部島救護活動
赤数字回答
プレゼント

医療救援活動を支える
縁の下の力持ち（ネパール）
シンガポールの大学生

東日本大震災の被災地訪問
コラム　被爆70年

守るべき いのちと尊厳

健康豆知識 更年期障害

LOVE in Action Meeting（LIVE）
トークイベント 羽生結弦さん

60回目を迎えた
ANAからすずらんの贈り物

常任理事会開催報告
理事会開催報告

第86回代議員会審議結果公告

平成27年度　赤十字看護専門学校・
助産師学校入試日程

何の数字かな
？

赤十字をイラストと数字で見てみよう

「社会生活と奉仕」　再発行（滋賀県）
「皇后陛下　慈しみ」出版

　「繊細で、思いやりを持っている日本人の心が最近は殺伐として
きているようで心配です」－－５月の全国赤十字大会にゲスト出演し
た石川さゆりさん。「わらべ歌を親子で歌う体験なども、優しい気
持ちを育むのに大切だと思っています」と語ります。大会では「天
城越え」などのヒット曲に交えて、「みかんの花咲く丘」などの童
謡を大会参加者と一緒に歌い、会場を柔らかな歌声と笑顔で包み
ました。
　東日本大震災では避難所や仮設住宅を訪問し、歌で被災者を励
ましてきました。「最初の頃はどのルートをたどって被災地へ向かう
のか日赤さんにも相談し、石巻赤十字病院にも行かせていただき

ました。皆さんが頑張っていらっしゃった姿が印象に残っています」
と当時を振り返ります。震災から４年。現在も被災地をミニライブ
などで回るボランティアを継続しています。
　「大変なことがあって、下を向いているときでも、みんなで声を
出して歌うと背中が伸びて、笑顔も生まれてきます。歌にはそんな
素敵な力があるんですね。歌を歌う自分の役割を大切に、小さい
力ですが、これからも応援していきたい」とこぶしに力を込めました。

歌手

石川 さゆりさん

ゆ づる

白石 浩一さん

歌で届けたい元気と笑顔 

PROFILE
熊本県出身。昭和47年にドラマデビューし、翌48年「かくれんぼ」で歌手
デビュー。52年の「津軽海峡・冬景色」でレコード大賞歌唱賞など各賞を
受賞し、「紅白歌合戦」に初出場。以降、「能登半島」「波止場しぐれ」などの
ヒット曲を連発。最近ではジャンルを超えた音楽制作にも挑戦し、昨年発
表した「X-CROSSⅡ-」は日本レコード大賞優秀アルバム賞を受賞した。 

1329428

答えは7面をご覧ください

3000

昭和39年４月生まれ。神奈川県出身。海上保安学校を経て海上保安庁
に。巡視船では機関科職員として運航を担当。第三管区海上保安本部警
備救難部環境防災課長、海上保安庁警備救難部環境防災課専門官など
を経て、平成26年４月より現職。 
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若
い
世
代
に
献
血
の
大
切

さ
を
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「LOVE in Action

」。 
日
本
赤

十
字
社
は
６
月
14
日
の
世
界
献

血
者
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、人
気

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
が
若
者
に
直

接
献
血
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け

る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト「LOVE in 

Action M
eeting

（LIVE

）」を

６
月
11
、12
日
の
2
日
間
、日
本

武
道
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
２
日
間
で
約

１
万
6
0
0
0
人
。Aqua 

T
im
ez

、Silen
t Siren

、

SCAN
DAL

、May J.

、華
原
朋

美
、Da-iCE

、ク
リ
ス
・
ハ
ー
ト
、

氣
志
團
、AAA

（
出
演
順
）の
人

気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
９
組
が
集
結

し
、会
場
と
一
体
に
な
っ
た
迫
力

あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
で
は「
献
血
す
る
こ
と

で
自
分
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て

い
る
と
実
感
が
で
き
る
」（
華
原

朋
美
さ
ん
）、「
献
血
は
誰
か
の
い

の
ち
を
助
け
、誰
か
を
笑
顔
に
で

き
る
素
敵
な
活
動
」（
ク
リ
ス
・

ハ
ー
ト
さ
ん
）と
、そ
れ
ぞ
れ
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
献
血
へ
の
熱
い

思
い
を
語
り
、若
い
世
代
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。ま
た
、

日
本
赤
十
字
社
の
ネ
パ
ー
ル
救

援
の
活
動
報
告
や
学
生
献
血
推

進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

の
紹
介
、そ
し
て
白
血
病
を
患

い
な
が
ら
も
献
血
に
よ
っ
て
い
の

ち
を
救
わ
れ
た
熊
谷
知
香
さ
ん

と
峰
山
真
彩
さ
ん
ら
の
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
、い
の
ち
を
救
う
活
動

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
「
献
血
は
、愛
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
呼
び
掛
け
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
２
０
０
９
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で

６
回
目
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
き
た
D
J

の
山
本
シ
ュ
ウ
さ
ん

は
、
献
血
へ
の
一
歩

と
し
て「
1
0
0
％

じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
、

み
ん
な
が
今
で
き
る

こ
と
を
今
や
っ
て
み

よ
う
」と
会
場
に
語

り
か
け
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は「
こ

れ
ま
で
機
会
が
な

か
っ
た
け
れ
ど
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
輸
血
経

験
者
の
言
葉
を
聞
い

て
献
血
に
行
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

献
血
に
対
す
る
若
い

世
代
の
関
心
を
集
め

ま
し
た
。 

　

Ａ
Ｎ
Ａ（
全
日
空
）グ
ル
ー

プ
か
ら
６
月
３
日
、す
ず
ら
ん

の
花
や
し
お
り
が
病
院
な
ど

全
国
47
カ
所
の
赤
十
字
施
設

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。各
施

設
に
は
同
グ
ル
ー
プ
の
客
室

乗
務
員
が
訪
問
。「
す
ず
ら
ん

の
花
言
葉
は『
し
あ
わ
せ
』。

早
く
良
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
入
院
患
者
ら
に
手
渡
す

と
、病
室
に
花
の
香
り
と
笑

顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
こ
の
取
り
組

み
は
昭
和
31
年
、日
本
赤
十
字

社
名
誉
副
総
裁
の
高
松
宮
妃
殿

下（
当
時
）が
赤
十
字
病
院
を
慰

問
さ
れ
た
際
に
、同
社
が
す
ず

ら
ん
の
花
を
贈
っ
た
の
が
始
ま

り
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

60
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、す

ず
ら
ん
の
鉢
植
え
や
切
り
花
、

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
社
員
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
す
ず
ら
ん
の
し
お
り

２
万
枚
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
森
赤
十
字
病
院（
東
京
都

大
田
区
）で
開
か
れ
た
贈
呈
式

に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の
篠
辺
修
代
表
取

締
役
社
長
、２
０
１
５
年
度
ミ

ス
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
の
芳
賀
千

里
さ
ん（
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ル
ー
プ
社

員
）も
参
加
。篠
辺
社
長
か
ら
目

録
を
贈
呈
さ
れ
た
日
赤
の
大
塚

義
治
副
社
長
は
、「
60
回
目
を
迎

え
た
こ
の
行
事
は
、日
赤
の
風
物

詩
と
し
て
定
着
。ス
タ
ッ
フ
や
患

者
の
皆
さ
ん
も
客
室
乗
務
員
の

方
々
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
」

と
感
謝
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ミ
ス
日
本
の
芳
賀
さ
ん
と
４

人
の
客
室
乗
務
員
は
贈
呈
式
で

患
者
代
表
に
し
お
り
を
手
渡
し

た
の
に
続
け
て
、病
棟
も
訪
問
。

受
け
取
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
は

「
明
日
退
院
で
す
が
、い
い
記
念

に
な
り
ま
し
た
」「
と
て
も
い
い

香
り
が
し
ま
す
ね
」「
本
当
に
う

れ
し
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

A
N
A
か
ら「
し
あ
わ
せ
の
花

す
ず
ら
ん
」の
贈
り
物

9
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

日
本
武
道
館
か
ら
献
血
メ
ッ
セ
ー
ジ 

60
回
目
も
笑
顔
満
開
！

▲近年増加傾向の男性の更年期障
害も男性ホルモン低下が原因。
症状は焦燥感、不眠などです。
うつ症状と見分けにくい部分が
あるので、専門医＝泌尿器科で
受診しましょう

　女性なら誰にでも訪れる閉経。この前後５
年くらいに現れるさまざまな身体的、精神的
な症状が更年期障害です。女性ホルモンの減
少がその原因で、のぼせやほてり、動悸など
が代表的な症状です。また、閉経の年齢は、
子どもの独立や結婚といった生活環境の変化
が起こる時期にも重なります。これらの環境
因子は、女性ホルモン減少と相まって不眠や
焦燥感などの症状に深く関わっています。
　同じ更年期障害でも、症状や深刻度は人に
よって差があります。重症化させないポイント
の一つは「事前の心積もり」。急に症状が出て

くることも多いので、心の準備をしておきま
しょう。対応に余裕が出てきます。
　夫や子どもの理解も重要です。サポート環
境の有無で、辛さはまったく違ってきます。仕
事をしている方は、職場での理解も大切です
ね。また、悩みは一人で抱え込まないこと。
友人に相談したり、愚痴ったりするだけで、精
神的な負担はとても軽くなります。
　そして医療機関の受診です。「そのうち治る
から」と症状を我慢する方も少なくありません
が、ホルモン療法や漢方薬の投与による症状
の緩和が可能になっています。また、更年期

障害と思っていたら別の病気だったというケー
スもあります。そうした点からも婦人科の更
年期外来を受診し、検査と適切な治療をお願
いしたいと思います。
　一方、更年期障害の症状緩和をうたうサプ
リメントも出ています。例えば大豆イソフラボ
ン。これは女性ホルモンと似た働きをする物
質に腸内で代謝されます。ところが、日本人
の半分はこの代謝を行う腸内細菌を持ってい
ないというデータもあります。サプリメントの
服用には、こうした点への理解も必要になる
ので注意してください。

日赤和歌山医療センター
〒640-8558　和歌山市
小松原通四丁目20番地
TEL073-422-4171（代表）

高松赤十字病院
〒760-0017
香川県高松市番町4丁目１-３
TEL ０８７-８３１-７１０１（代）

知ってて良かった！

⑭がまん禁物の更年期障害  周囲のサポートも大切 日本赤十字社和歌山医療センター産婦人科　横山 玲子医師

(※)新井医師の本は7頁のプレゼント欄でご紹介しています。

ご えん

えん げ
えん げ

としひろ

たかし

1日目に登場したSilent SirenのVo&Gt. すぅ ( 吉田菫 ) さん 「将来の夢は薬剤師」と語る輸血経験者の峰山真
ま い

彩さん

　ＡＮＡの社会貢献活動の中で最も
長く続いているすずらん贈呈。60回
目を迎えることができたのは、日本赤
十字社の協力があればこそです。
　私たち航空会社は、目の前のお客様だけではなく、
広く社会を見た上で事業を進めていく必要があります。
そうした意味で、「すずらん贈呈」は、社員が社会を
広く捉え、成長していく貴重な機会にもなっています。
　日赤さんは、われわれが社会貢献を進めるうえで、
とても相談しやすいパートナーです。これからも協働を
重ねられればと思っています。

ＡＮＡ 篠辺修 社長
社員も「すずらん」で成長

しおりはすずらんの香りつき。裏面にはANA所属のフィギュアス
ケーター羽生結弦選手のメッセージも添えられています

ミス日本の芳賀さん（中央）は「患者の皆さん
の心の励みになれば幸いです」とあいさつ

各施設には、その都道府県出身の客室乗務員が
訪問し、患者さんに手渡しました

か
ら「
し
あ
わ
せ
の
花

L
O

V
E

 in
 A

c
tio

n
 M

e
e

tin
g

（L
IV

E

）

  今年１～２月に行われた「はたちの献血」キャンペーン
でキャラクターをつとめた男子フィギュアスケートの羽生結
弦選手が６月１日、都内で開かれた「いのちと献血の大切
さを考えるイベント」に出席。「誰を助けたのかを直接目に
することはできませんが、誰かのいのちを救っているのが献
血。それだけでなく、献血は人の心をも助ける活動だと思
います」と献血への思いを述べました。
　また、キャンペーンキャラクターとしての経験を振り返

り「フィギュアス
ケートは幅広い世
代が見るスポー
ツ。スケーターと
しての僕の活動
を通しても献血の
大切さを伝えてい
きたい」と力強く
語りました。

フィギュア羽生選手がトークショー
「献血はいのちも心も救う活動です」
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東日本大震災義援金送金額
68億8,112万7,000円
東日本大震災義援金送金額
68億8,112万7,000円

東日本大震災義援金
【翌年度以降の送金に
向けた積立額】
11億431万5,000円

東日本大震災義援金
【翌年度以降の送金に
向けた積立額】
11億431万5,000円

一般会計

平成26年度 日本赤十字社の決算概要を報告します
日本赤十字社では、個人、法人の皆さまからいただく社費（会費）や寄付金を主な財源とした一般会計のほか、医療、血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会
計を設けています。平成26年度における各会計の決算概要を報告します。

　日本赤十字社では、一般会計のほか、医療、血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会計を設けています。以下に平成27年度事業計画に基づく各会計の予算
概要を報告します。各予算内容の詳細については、日本赤十字社のホームページ（http://www.jrc.or.jp）もしくは本社・支部でご覧いただけます。

　個人、法人の皆さまからいただく社費（会費）
や寄付金を財源に、本社および都道府県支部で
実施した災害救護活動、国際活動、救急法など
の講習会、ボランティア活動などにかかる歳入
歳出は、以下のとおりです。
●合計額には、本社・支部間で重複する額を含んでいます。

※下記決算額は、千円未満を切り捨てているため、合計額とは一致しません。

歳出

8,777万円

災害救護事業費 

義援金の送金、救援物資の備蓄等の費用
（東日本大震災海外救援金
35億2,127万3,000円を含む）

149億9,259万7,000円（27.7%）

社会活動費 

救急法などの講習会、奉仕団・青少年
赤十字活動普及の費用

34億9,916万5,000円（6.5%）

社資収入
209億9,945万円（36.2%）
（東日本大震災海外救援金
1,873万3,000円を含む）

委託金等収入
1億6,423万6,000円（0.3%）

国際活動費 

国際救援、開発協力の費用
31億285万7,000円（5.7%）

本社送納金

支部から本社への送納金
21億6,565万7,000円（4.0%）

指定事業地方振興費 

災害救護設備や救急医療体制の整備
などの費用

7億2,917万2,000円（1.3%）

地区分区交付金支出

地区・分区への事業費・事務費の交付金
20億3,248万8,000円（3.8%）

基盤整備交付金・補助金支出

支部、病院、血液センター、社会福祉施
設の基盤整備の費用

19億2,209万3,000円（3.6%）

資産取得及び資産管理費

建物の整備、資産の維持管理などの費用
16億1,599万1,000円（3.0%）

社業振興費

赤十字社員への参加呼び掛けや広報
活動の費用

26億3,384万1,000円（4.9%）

積立金支出

災害救護活動、国際救援活動などの翌年度以降の実施に
備えた積立金
（東日本大震災海外救援金 95億4,567万9,000円を含む）

151億3,402万7,000円（28.0%）

その他 
62億5,987万7,000円
（11.6%）その他 

86億6,513万
7,000円
（14.9%）

540億

補助金及び交付金収入 
11億6,019万5,000円（2.0%）

災害義援金預り金収入 
54億1,524万2,000円（9.3%）

歳入

2,535万3,000円
580億

東日本大震災義援金
33億5,714万2,000円
東日本大震災義援金
33億5,714万2,000円

東日本大震災義援金
【前年度からの繰入額】
46億2,829万9,000円

東日本大震災義援金
【前年度からの繰入額】
46億2,829万9,000円

歳入歳出差引額 39億3,758万3,000円

収益的支出合計

6,871万8,000円
1兆416億

収益的支出合計

4,036万6,000円
1,855億

特別会計
医療施設特別会計

収益的収入支出差引額　△553億1,147万3,000円 収益的収入支出差引額　△155億967万2,000円

血液事業特別会計
　医療機関への血液製剤の供給による収入を主な財源
とする赤十字血液センターの運営に伴う収入、支出は以
下のとおりです。

社会福祉施設特別会計
　措置費収入、介護保険事業収入などを主な財源とする
各種社会福祉施設の運営に伴う収入、支出は以下のとお
りです。

6,405億4,447万7,000円
（64.9%）

入院診療収益

1,664万9,000円
（0.002%）

本社収益

126億9,981万4,000円
（1.3%）

その他の収益

414億7,837万
5,000円（4.2%）

2,577億4,981万
7,000円（26.1%）

外来診療収益

その他の医業収益

収益的収入合計

5,724万5,000円
9,863億

収入支出差引額　43億6,911万5,000円

384億1,214万6,000円
（3.7%）

本社費用37億5,460万
1,000円（0.4%）

研究研修費

413億4,791万
1,000円（4.0%）

経費
193億5,284万円（1.9%）
医業外費用

261億6,660万1,000円
（2.5%）

その他の費用

627億794万
7,000円（6.0%）

委託費
4,918億273万8,000円
（47.2%）

給与費

2,654億8,048万4,000円
（25.5%）

材料費
設備関係費
926億4,344万
5,000円
（8.9%）

11億2,404万4,000円
（0.6%）

特別損失
15億3,062万円（0.8%）
関連事業費用

36億2,488万
1,000円（2.0%）

事業外費用

535億7,747万
5,000円（28.9%）

経費

80億5,089万
6,000円（4.3%）

その他供給原価
（血漿分画製剤購入費）

737億8,423万3,000円
（39.8%）

人件費

438億4,486万7,000円
（23.6%）

材料費

15億4,875万1,000円
（0.9%）

関連事業収益 

1,477億6,614万
2,000円（86.9%）

輸血用血液製剤
供給収益

98億2,435万1,000円
（5.8%）

原料血漿供給収益

89億2,284万
9,000円
（5.2%）

分画製剤供給
収益

18億1,927万8,000円（1.1%）
事業外収益 
1億4,158万円（0.1%）
その他事業収益 

繰入金収入
216億2,109万1,000円（37.3%）
（東日本大震災海外救援金
130億4,822万円を含む）

　診療報酬を主な財源とする赤十字病院などの運営に
伴う収入、支出は以下のとおりです。
●本社・医療施設間の内部取引は除いています。

338億6,811万円（3.4%）
医業外収益

※割引率の変更に伴う退職給付引当金の追加計上額　約373億円が反映されています ※割引率の変更に伴う退職給付引当金の追加計上額　約53億円が反映されています

収益的収入合計

3,069万3,000円
1,700億

支出合計

8,815万円
129億

収入合計

5,726万5,000円
173億

63億2,854万5,000円
（36.5%）

児童福祉施設

37億2,108万円
（21.4%）

老人福祉施設

5億9,426万
7,000円（3.4%）

障害者福祉施設15億6,882万6,000円
（9.1%）

複合型施設

44億4,371万4,000円（25.6%）
前期末支払資金残高

7億83万1,000円（4.0%）

施設整備等及びその他の
活動による収入 

61億8,101万
9,000円（47.6%）

児童福祉施設

8億2,090万4,000円
（6.3%）

施設整備等及び
その他の活動による支出

36億5,442万
7,000円（28.1%）

老人福祉施設6億1,759万2,000円
（4.8%）

障害者福祉施設

16億6,454万
8,000円
（12.8%）

複合型施設

4,965万7,000円
（0.4%）

本部
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　災害時に日本赤十字社が
派遣する救護班は、医師、看
護師、事務員など6人で構成。
全国に498班組織されており、
日頃から訓練を重ねています。
　被災地で仮設診療所として
機能するｄ-ERUは全国に20
台、災害現場で用いられる医
薬品や診断用具を取り揃えた
医療セットは各病院に配備されています。また、応急手術が可能な設備を持った大型車両
を配備している病院もあり、災害時の救命率向上に力を発揮しています。
　大規模災害時にも病院機能を維持し、医療サービスを提供し続けるのは、赤十字病院
の重要な使命です。負傷者のトリアージ（治療優先度の選別）を行う場所や、医療ガス
設備を有する診療スペースを確保し、ヘリポートなども整備しています。

　全国に、高度救命救急センター
5施設を含む34の救命救急セン
ターを有し、２４時間体制で心筋
梗塞や脳卒中、交通事故などの
重篤患者を年間約１３０万人受け
入れています。
　また、救急医療の専門医と看
護師を乗せ救急現場に向かう「空
飛ぶ救急治療室」ドクターヘリを
5つの病院に配備。搬送時間の
短縮だけではなく、救急現場から
救命治療を開始することによる救
命率の向上、後遺症の軽減にな
くてはならない存在になっています。

災害医療

救急医療 　赤十字病院では、赤十字の各種講習も受講できます。「救急法」は、日常生活にお
ける事故防止や手当の基本、心肺蘇生の方法などを学べる講習です。「健康生活支援
講習」では、高齢期を健やかに迎えるための健康増進の知識や高齢者支援の方法、介
護技術が習得できます。
　地域住民を対象とした催し
も行われています。病院を通
じて子どもたちに赤十字を
知ってもらう体験型イベントな
どが好評です。
　このような講習・イベント
は、支部、病院、ボランティ
アが一体となって開催してお
り、赤十字活動の拠点となっ
ています。

赤十字活動の拠点

　高齢化が進む山間部や無医地
区で医療や介護を一体的に提供す
る病院や地域包括ケアに取り組ん
でいる病院もあります。
　多くの赤十字病院は、訪問看護
ステーションやデイケア、介護老人
保健施設を併設し、医療・介護の
連携を促進しています。病院付設
のこれらの施設には、万が一の時
の医療サポートも整備されており、
安心して来所・入所いただけます。
　また、高齢者施設の訪問や、高
齢者宅の訪問診療など地域の医療
ニーズにも応えています。

地域包括ケアの取組

全国に広がる赤十字病院
社会の期待に応えて～ （92病院、3診療所、2健康管理センター）
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　東海北陸ブロック血液セン
ターの「第２回献血推進ポスター
デザインコンペティション（ポス
ターコンペ）」（平成25年度実
施）で最優秀賞を受賞した安藤
真理さんの作品コピー「ち、の
ち、いのち。」がこのほど、東
京コピーライターズクラブが主
催する「2015年度 TCC賞」で審査委員長賞を受賞しました。
　ポスターコンペは、将来の献血を支える若年層を対象に平成24年度から開催し
ているもの。安藤さんからは「TCC賞は日本で一番大きいコピーの賞です。そこ
で評価してもらえたのはすごいこと。このような機会につなげてくださり、ありが
とうございます」との喜びの声が届いています。

TCCはコピーライターやCMプランナーなどの団体。前年
度に発表された広告作品を対象に毎年表彰を行っています

献血コピー「ち、のち、いのち」 　TCC賞審査委員長賞に

東海北陸ブロック血液センター

　飯山赤十字病院（長野県飯山
市）に新しく医療療養病棟（最
大44床）が開設され、６月１日
にオープニングセレモニーが行
われました。
　療養病棟は急性期治療が終了
して症状の安定した患者さんを、
長期に受け入れる病棟。在宅で
の療養中に在宅療養が困難になった場合などの一時受け入れも可能です。
　県北部の医療圏には療養病床が少なく、かねて長野県から設置の要望が寄せら
れていました。そこで「平成26年度長野県地域医療介護総合確保基金事業（医
療分野）補助金」を活用し、休床中の病棟を基準に適合するよう改修。医療療養
病棟としてスタートしたものです。

セレモニーには飯山市の足立正則市長（左）を迎え、
古川賢一院長とテープカットを行いました

飯山赤十字病院に「医療療養病棟」開設

長野県

　静岡県支部はスーパーマーケッ
トのアピタと共同で「減災プロ
ジェクト」を展開中。今年３月か
ら５月にかけては包装食袋（高
密度ポリエチレン製の袋）を使っ
た炊き出しの実演会を県内５店
舗で実施しました。
　5月24日にアピタ大仁店で行
われた実演会では、普段使っているお米を包装食袋で炊いたり、ホットケーキミッ
クスで作る蒸しパンの炊き出しを地域赤十字奉仕団が実演。来場者には炊き出しレ
シピ集「炊き出し名人」も配布しました。
　試食した方からは「袋でご飯を炊いたり、蒸しパンが作れるなんてびっくり！」「レ
シピ集が分かりやすい」「自治会の訓練で取り入れたい」との感想が聞かれました。

災害に備えて、「１人７日分」の食料を各家庭で備蓄
しておくよう国は推奨しています　

袋でご飯が炊けるんです！　 スーパーで炊き出し実演・試食会

静岡県

　赤十字の理念に基づき、いのちと健康を大切にする活動や地域・世界のためのボランティア活動に取
り組む青少年赤十字（JRC）。春には全国のJRC加盟校で、新メンバー登録式や歓迎会が開かれました。
　兵庫県中学・高等学校JRC協議会は５月６日、加盟式と合わせて被災者支援ボランティアについて学習。
グループごとに「自分たちにできる支援活動」を発表し合いました。山梨市の市立後

ご

屋
や

敷
しき

小学校と八
や

幡
はた

小学校で５月25日に行われた登録式には、市長や教育長なども参加。メンバーは、地域の祝福の中で
新たなスタートを切りました。学校の垣根を超えた「新入生歓迎会」を開催したのは栃木県JRC高等学
校連絡協議会。5月31日の歓迎会には約150人のメンバーが集い、交流
を深めました。

ネパール地震海外救援金を呼び掛け

　世界に目を向けたボランティア活動として、各地のJRCメンバーがネパール
地震の救援・支援活動などに役立てるための「海外救援金募金」に取り組ん
でいます。福島県県北地区の高校生メンバー15人は５月９、10の両日、ＪＲ
福島駅東口を中心に街頭募金を実施。佐賀県では６月６日、高校生メンバーと
県内に在住のネパール人留学生の総勢82人が街頭で募金を呼び掛けました。

参加者からは「JRCの活動が分
かり、刺激になった」の声（栃木）

八幡小学校では各学年代表が署
名票に名前を記入しました（山梨）

東日本大震災の支援で自分たち
に何ができるかを発表（兵庫）

参加のネパール人学生は「日本の
人びとの優しさを感じた」（佐賀）

２日間に寄せられた募金51万1796
円は福島県支部に寄託（福島）

新メンバー迎えパワーアップ！　地域と世界に目を向けよう！

　スマホの仮想現実ゲーム
「Ingress」を通じて、献血の輪を
広げていく活動「REDFACTION
（レッドファクション）」がブーム
に。５月には広島を舞台に日本で
初開催され、６月には関東甲信越
ブロックの50の献血ルームを会
場にしたイベントも行われました。
　Ingressは２チームが仮想空間で陣取り合戦をするゲーム。REDFACTIONで
は、ゲーム参加者が献血を１回するごとに１点が陣営に入るというルールで行いま
した。５月23日から31日まで広島県内の献血ルームで行われたイベントには60
人が参加。主催した國

くに

田
た

哲
てつ

哉
や

さんは「久しぶりに自発的に献血するきっかけになり
ました」とイベント成功の喜びを語りました。

体調などが原因で献血できない方も、献血推進ボランティ
アとして活動すれば１点を獲得。ゲームに参加できます

スマホゲームの勝利を目指し　献血へＧＯ！

広島県

　富山赤十字看護専門学校では、災害看護論の授
業の一環として、災害救護訓練を行いました。３年
生が救護員役となってリーダーシップをとり、２年
生は災害ボランティアとして３年生とともに行動。1
年生は傷病者役になりました。３年生は「災害救護
における看護の役割と実践する素晴らしさを実感す
ることができました」と感想を述べていました。

看護専門学校で災害救護訓練　 学生がリーダーシップ発揮

富山県

訓練は、いのちの尊さや災害時に求められる
能力などについて考える機会にもなります

　愛知県支部とパートナーシップ協定を結んでいる
プロフットサルチーム、名古屋オーシャンズのホー
ム開幕戦が５月10日、名古屋市内で行われました。
愛知県支部は会場内で「赤十字デー」のイベントと
して赤十字活動のPRや献血などを実施。献血には
観客だけではなく、チームスタッフやサテライトの
選手にも協力いただきました。

名古屋オーシャンズ開幕戦で「赤十字デー」！

愛知県

この日の試合のチケットには日赤の救護服を着
用した選手の写真が印刷されました

　岡山県支部は５月23、24の両日、岡山国際サー
キットで行われた自動車レース「スーパーフォーミュ
ラ第２戦」で、チャリティーオークションを初開催。
国内外の有名ドライバーのヘルメット・バイザーやス
ポーツタオルなど約20品が出品されました。落札
金額は、災害多発国での給水災害対応キットの整備
に役立てられます。

初開催！　自動車レースでチャリティーオークション

岡山県

オークション商品はドライバーや監督の直筆サ
イン入り。レアグッズに会場は大興奮



TOPICS第902号 （2）平成27年7月1日（毎月1日発行）

第902号平成27年7月1日（毎月1日発行）（1） 赤十字NEWS （昭和24年9月30日第三種郵便物認可）

赤十字NEWS（第三種郵便物認可）

第902号 （6）平成27年7月1日（毎月1日発行） 赤十字NEWS（第三種郵便物認可）

TOPICS 第902号（3） 平成27年7月1日（毎月1日発行） 赤十字NEWS （第三種郵便物認可）

第902号（7） 平成27年7月1日（毎月1日発行） 赤十字NEWS （第三種郵便物認可）

第902号 （4）SPECIAL（第三種郵便物認可）（5） 赤十字NEWS平成27年7月1日（毎月1日発行）

AREA NEWS

第902号 （8）平成27年7月1日（毎月1日発行） 赤十字NEWS（第三種郵便物認可）

AREA NEWS

WORLD

　今月の出会いに登場いただいた石川さゆりさんのサ
イン色紙を3名様にプレゼントいたします。以下の項目
を明記のうえ、郵送・FAX・メールでご応募ください。

郵　送／〒105-8521  東京都港区芝大門1-1-3
　　　　日本赤十字社 企画広報室  赤十字NEWS7月号プレゼント係
F A X／ 03-3432-5507
メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS7月号プレゼント係」）

応 募 先●

応募締切● 7月27日（月）必着
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

＆プレゼント

anndo 

&

Voice 本紙に寄せられた読者の声をご紹介！

○○○○○○○○○○○
－－三谷良子さん（○○○○○○○）

世界で今も続いている悲しい出来事には、まだまだ支援の手が必要なのですね。
活動資金の不足、緊急支援の数字を見ると考えさせられることがたくさんあります。
「平和」、、、いつ来るのでしょうか？

Voice＆プレゼント

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢
⑤赤十字NEWS7月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥7月号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？（いくつでも）
　ⓐ 今月の出会い　ⓑ LOVE in Action Meeting (LIVE)
　ⓒ トークイベント  羽生結弦さん　ⓓ 60回目 ANAからすずらんの贈り物
　ⓔ 健康豆知識（更年期障害）　ⓕ 平成26年度決算概要報告　
　ⓖ 理事会・常任理事会開催報告、代議員会審議結果公告
　ⓗ 特集 全国に広がる赤十字病院　ⓘ エリアニュース
　ⓙ ネパールへ ERU第二班出発　ⓚ クロスプロジェクト
　ⓛ 秋篠宮ご夫妻ライトセンターご訪問　ⓜ 病児保育の技術向上を目指して
　ⓝ 口永良部島救護活動 　ⓞ 赤数字　ⓟ プレゼント　ⓠ ワールドニュース
⑦赤十字ＮＥＷＳのご感想、扱ってほしいテーマ、その他Voice（読者の声）
　への投稿もお待ちしています。

書籍紹介のコーナーでご紹介の「世界と日本の赤十字」を1名様にプレゼントしま
す。以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールにてご応募ください。

郵　送／〒105-8521  東京都港区芝大門1-1-3
　　　　日本赤十字社 企画広報室  赤十字NEWS7月号プレゼント係
F A X／ 03-3432-5507
メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS7月号プレゼント係」）

応 募 先●

応募締切● 7月28日（月）必着
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

プレゼント

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢
⑤赤十字NEWS7月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥本号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？（いくつでも）
　ⓐ 今月の出会い　ⓑ 明学ボランティアフォーラム　ⓒ 赤十字キッズタウン
　ⓓ 健康豆知識　ⓔ Ｈ２５年度決算概要報告　ⓕ 安全に夏山を楽しもう
　ⓖLOVE in Action　ⓗ すずらん寄贈　ⓘ エリアニュース
　ⓙ ワールドニュース
⑦赤十字ＮＥＷＳへのご意見、ご感想、扱ってほしいテーマなど

http://www.
jrc-undougekkan.jp

答え 一日に輸血を受ける患者数（国内）

樽の胡麻

3000人
せき

すう
じ

　病気やけがの治療のために一日約3000人の方が輸血を受けています。
　輸血が必要になるのはどんなときでしょう？「交通事故などでけがをして大量出
血した場合」などのイメージを持つ方も多いと思います。ところが、実際には輸
血用血液製剤の大半は病気の治療に使われています。その中でも悪性新生物（が
ん）の治療に最も多く使われており、そのほか、血液疾患、循環器系・消化器系
の疾患などの治療にも使われています。
　輸血を受ける人の約85％は50歳以上。この年齢層が増えていく今後は、血
液需要も増加することが見込まれています。血液は人工的に造ることも、長期保
存することもできません。輸血を必要とする患者さんに血液を安定して届けてい
くには、皆さまの献血への継続的な協力が不可欠なのです。

救護班、こころのケア班、奉仕団が支援活動
　鹿児島県熊毛郡屋久島町口

く ち の え ら ぶ じ ま

永良部島の新岳で5月29日に激しい噴火が発生し、
全島民の島外避難指示が出されたことを受け、鹿児島県支部は医療救護班１班を
派遣しました。
　鹿児島海上保安部との相互協力協定に基づき、同保安部所属の巡視船で住民
避難先の屋久島へ派遣された救護班は健康相談窓口を翌30日に開設し、31日ま
でさまざまな症状を訴える方の
診療を行いました。また、救護
班と入れ替わりに到着したここ
ろのケア班（鹿児島赤十字病院
の看護師2人）も、避難住民の
健康相談などを実施。屋久島町
の赤十字奉仕団も地元の食材を
使った炊き出しや、声かけなど
を行いました。
　避難生活の長期化が予想され
る中、日本赤十字社では被災者
の支援へ向けた義援金の受け付
けを行っています。皆さまのご
協力をお待ちしています。

口永良部島噴火災害

地元で獲れた魚で作ったさつま揚げやシカ肉の空揚げな
ども提供。「温かい食事がありがたかった」との声が聞
かれました

屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金
受付期間 平成27年12月25日（金）まで

※�窓口でのお振り込みの場合は、振込手数料は免除されます。受領証をご希望の場合は、振替用紙の通信欄に「受
領証希望」と明記のうえ、お名前、ご住所、電話番号を記載してください。

※�銀行振り込み、インターネットでも受け付けています。詳しくは日赤ホームページをご覧ください。お問い合わせは、
日本赤十字社本社組織推進部（TEL: 03-3437-7081）まで。

受付口座 ゆうちょ銀行 口座記号番号「00900-6-208120」
口座加入者名 日赤口永良部島噴火災害義援金

　日本赤十字社が運営を受託してい
る富山県立乳児院（富山市）は５月
23日、富山県内の病児・病後児保育
担当者を対象とした交流会を富山赤
十字病院で開催。県内の16施設か
ら32人の担当者が参加しました。
　同交流会は、病気を抱える子ども
の保育に必要な知識や技術の向上と、
職員同士の交流を深めることを目的
に、年に一度開催されているもので
す。今年は富山赤十字病院の津幡小児科部長が、子どもの外観や呼吸状態、皮膚
色などから、病気の重篤度を迅速に判断する方法について講演。その後、参加者は
より良い病児・病後児保育に必要な実践や課題についての意見交換を行いました。

病児保育の技術向上を目指して
富山県内16施設32人の担当者が交流

子どもたちのために、真剣なまなざしで情報共有す
る参加者

　日本赤十字社はネパール地震の
救援活動に保健医療チームの第２班
（班員16人、チームリーダー大阪
赤十字病院　中出雅治医師）を６
月２日から派遣しています。この派
遣に際し、大塚製薬株式会社から
同社の清涼飲料粉末ポカリスエット
が寄贈されました。
　被災地は気温が45度に達するな
ど猛暑が続いています。暑さの中で活動するメンバーの水分補給、体調維持に役
立つことが期待されています。寄贈式で同社の川脇信久常務執行役員は「ポカリ
スエットがみなさんの活動の役に立てば嬉しい」と激励。看護師の長尾佳世子さ
んは「できるだけ早く多くの人を助けたい」と決意を語りました。

ネパール地震救援活動
「暑さに負けず頑張って！」
大塚製薬から医療チームにポカリスエット！！

　文化人による赤十字の応援活動としてス
タートした「クロスプロジェクト」。その最
初の取り組みとして６月15日、読売新聞
の橋本五郎特別編集委員による講演など
が日本赤十字社本社で開かれました。
　橋本氏は「常に全力であれ」「人を嫌い
になってはいけない」など自身の生きる姿
勢について講演。また、歌手の川口京子
さんとピアニストの長谷川芙佐子さんによ
るミニコンサートも開かれ、戦時救護を実

施した赤十字看護婦を歌った「白百合」「婦人従軍歌」や故岩谷時子氏の未発
表の詞による「大人と子どものセレナーデ」などが披露されました。この曲は５
月に俳優の西田敏行さんらによってCD化。印税は日赤に寄付される予定です。

講演に引き続き、橋本氏と日赤近衞忠煇
社長による対談も

赤十字応援活動「クロスプロジェクト」スタート
第一弾として本社で講演&コンサート

　秋篠宮殿下と日本赤十字社名誉副総裁を務める同妃殿下のご夫妻が６月9日、
日本赤十字社が指定管理者として運営する視覚障がい者施設神奈川県ライトセン
ターを訪問されました。
　ライトセンターは、点字と録音による情報提供や相談・訓練、スポーツ、レク
リエーションなど視覚障がい者のための総合的な事業を行う施設。700人を超

える赤十字ボランティアが運営を支
えているのも特徴です。
　秋篠宮ご夫妻は点字図書館などを
見学され、案内した職員の説明にご
質問をされる場面も。体育館では、
太極拳のクラブ活動に視覚障がい者
と晴眼者 (目の見える方 )が一緒に
参加している様子を熱心にご覧にな
りました。

秋篠宮ご夫妻が
神奈川県ライトセンターをご訪問

川脇常務執行役員（中央右）と日赤大塚副社長（同
左）を囲む、保健医療チーム第2班のメンバー
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チリ国際物流の経験を生かし
資機材を輸送
大阪赤十字病院　河合謙佑さん

　医療活動のための資機材の空輸では、各
国からの救援が殺到した結果、カトマンズ空
港への着陸が困難になるという事態が発生
しました。こうした中で着陸枠を確保するた
め、ネパール政府や空港関係者などと協議
し、情報収集を行うのが最初の仕事でした。
　資機材は４トントラックで10台分。大量
の物資を、空港から日赤の活動地メラムチ
村まで安全に輸送しなければなりません。ト
ラックとドライバーを手配するとともに、輸
送中のトラブルを回避するため、道路状況
や天気予報、危険情報を考慮したルート確
認などを事前に調査し、本番の輸送に備え

ました。
　大学時代から国際救援活動に対する思い
があり、将来の救援活動に生かすために国
際物流の企業で経験を積み、日本赤十字社
に入社。2013年11月から約1年間国際赤
十字・赤新月社連盟（以下、IFRC）のクア
ラルンプール事務所（マレーシア）に出向
した際には、ネパールで地震発生時に備え
た調査を行ったこともあります。過去の経
験や知識、その時に築いた人脈が役に立っ
たと感じています。

地域との信頼関係が不可欠
本社国際部　上野梨香さん

　 保 健 医 療チーム
のスムーズな運営の
ためのさまざまなサ
ポートを行うのが事
務管理要員の仕事で
す。具体的には、現
地通訳を探したり、
移動のための車を手配したり、通信手段の
確保などを行いました。
　特に初期は通信手段の確保に苦労しまし
た。被災地では、最初の２週間はインター
ネットが使えず、携帯電話もなかなかつな
がりません。その結果、ネパール赤十字社

やIFRCの災害対策本部との
連絡に支障を来したことも。
他国の赤十字社との間で被
災地ニーズの情報を共有し、
連携した支援を実施していく上で、通信手
段の確保は大きな課題になりました。
　被災地での活動は、地域の皆さんに私た
ちを受け入れていただくことが不可欠です。
現地の事情に詳しいラムさんという方がス
タッフに加わったことで、地域との信頼関係
がスムーズに築けました。その結果人びとの
ニーズや反応をきめ細かく知ることができ、
また日赤の活動方針を伝えることもできまし
た。メラムチ村での活動は、地元の診療所
との連携を基盤に、学校や周辺の地域診療
所などへの支援を行っていますが、地域医
療に合わせた活動ができたことで、地元の
人びとにも受け入れられたと感じています。

メンバーが力を発揮するために
熊本赤十字病院　黒田彰紀さん

　 事 務 管 理 要 員は、
医師や看護師が医療
支援に集中できるよ
う、診療以外のすべ
てに責任を負います。
技術関係では、水や

電気の確保、居住環境の整備などを担当し
ます。
　長期間に及ぶ医療活動では、各メンバー
のストレスはとても大きくなります。特に、
発災後すぐに活動する第 1 班のチームの活
動環境は過酷です。ネパールの派遣でも、
寝る時は寝袋で雑魚寝状態。ゆっくり休むこ
ともできませんでした。
　今回の活動では初めて浄水機材を使用し
て川から水を引き、ろ過してシャワーに利
用。メンバーに大変喜んでもらえました。
被災者に現地で最善の支援を届けるために
は、チームメンバーが心身の安定した状態
を維持できるような後方支援も大切です。
　また、地元ボランティアやスタッフの協力
により、テントの設営や資機材の運搬が可
能となりましたが、ネパールの方は「もっと
やることはないか？」と積極的に声をかけて
くれました。休みの日に手伝いに来てくれ
ることも。嬉しかったですね。地元の人た
ちの協力や笑顔が私たちの活動を支えてく
れました。 

　8700人を超える死者を出したネパール地震で日本赤十字社は、最大の被災地となったシンデュルパルチョーク
郡のメラムチ村に保健医療チームを派遣。同村唯一の診療所の支援活動のほか、医療支援の届かない山間部の巡
回診療や保健衛生、こころのケアなどを発災から2カ月経過した現在もなお展開中です。これらの活動の中心は医
師や看護師など医療スタッフですが、海外の医療救援では資機材の運搬や関係機関との協議・調整、物品調達な
ど幅広い役割を担う管理要員の存在が不可欠です。５～６月にかけて現地で活動した３人に話を聞きました。

医療救援活動を支える縁の下の力持ち
ネパール地震災害

ラムさん（右）と談笑する上野さん（左）と黒田さん（中）

　東日本大震災の被災地を取材するためシ
ンガポール工科大学の学生ら12人が来日。
10日間にわたり、福島県、宮城県、岩手
県などを訪問しました。来年３月、シンガポー
ルでは東日本大震災の展示イベントが予定

されており、今回の取材はその開催に向け
たものです。
　宮城県では、石巻市の医療・救護活動を
牽引した石巻赤十字病院を訪れ、救護活動
に携わった職員から説明を受けました。日

本赤十字社が支援を続けている釜石市の仮
設住宅では、住民のレクリエーションとして
企画されたお茶会やノルディックウォーキン
グを取材。同大学のニン・ラチェルさんは「大
変な災害の中で医師、看護師の使命をまっ
とうする姿に感銘を受けました。仮設住宅
では、辛い状況にも関わらず皆さんがとて
も明るかったことが印象的でした。今回撮
影した写真や映像を通じて、被災地の復興
や、被災者が直面している課題を伝えたい

です」と話しました。

被災地の今をシンガポールへ
シンガポールの大学生ら12人が被災３県を訪問

東日本大震災

釜石市の仮設住宅ではお茶会で被災者と交流

被爆 年

― 核 兵 器 の な い 世 界 へ ―

　国際赤十字は2011年、世界の赤十字社が集う国際会議で、核兵器廃絶を世界に呼びかける決議を採択しました。その理由は「もし核
兵器が使用された場合、その犠牲者を誰も救うことはできない」という人道的観点によるものです。広島、長崎への原爆投下から70年。核
兵器はどう人間のいのちと尊厳を脅かし、人びとはそれにどう立ち向かったのか。赤十字の歴史の中から紐解いていきます。

救援の司令塔からのメッセージ ～1945年8月9日、長崎～
　「皆を知事室に集め、『それでは』と言いか
けたところに、佐世保市長の小浦君が来て、
室に入れたら、『広島はエライことになりまし
たね』という。『今、ちょうど、そのための会
議を始めようとしたところだ』と言った途端に、
電灯が消えた。壕の外に出て見た。遥か向こ
うの浦上方面一面が、真黒な煙に包まれ、赤
い火の手はまだ見えなかったが、濛々として
大火事となっており、ずっと高いところまで雲
のような煙が立ちこめていたのである」（『長
崎県警察史　下巻』）
　これは1945（昭和20）年8月9日、長崎へ
の原爆投下時、県知事で日赤長崎県支部の支

部長でもあった永野若松氏の証言です。
　爆心地から約2.7㎞離れていた県の防空本
部（立山防空壕）にいたため原爆の直接的な
被害を免れた永野氏は、徐々に明らかになる
原爆被害の惨状の報告を受け、九州各県に救
護班の派遣を要請するなど、不眠不休で救護
活動を展開しました。広島とは対照的に、長
崎では行政の指揮命令系統が機能を続けたこ
とが不幸中の幸いでした。しかし、従前から救
援の拠点とされていた旧長崎医科大学付属病
院は、屋上に赤十字マークを掲げていたにも
関わらず、鉄筋コンクリートの外郭を残して壊
滅。内部は全焼し、学長をはじめ職員・学生

892人と患者約200人が死亡しました。

国際赤十字にジュネーブ条約違反の
調査を依頼

　ジュネーブ条約（赤十字条約）の最も基本
的な原則は、「戦闘に無関係な人は攻撃から
区別し、傷ついた人は救護する」こと。原爆
の死傷者の大半が市民であったことを目にし
た永野氏は、東京の日赤本社宛に次のような
電報の案文を作成しています。
　「八月九日長崎市空爆に付使用せる原子爆
弾は其の被害甚大にして被害者の大部分は非
戦闘員なり（中略）至急国際赤十字に対し現
地調査方御配慮を乞う」（泰山弘道『完全版
長崎原爆の記録』東京図書出版会）
　この電報は救援の要請ではなく、ジュネー
ブ条約の違反行為の調査を求めるものでした。
結果としてこの電報は日赤本社に送信されま
せんでしたが、1963年にはいわゆる原爆訴
訟東京地裁判決が「原爆投下は国際法に違反

する」ことを、1996年には国連の国際司法
裁判所が「核兵器の使用は国際人道法の基本
原則に反する」ことを明らかにしています※。
被爆直後の長崎で救援活動の司令塔となった
永野氏による電報は、核兵器の非人道性のみ
ならず、その国際法上の違法性を最も早く社
会に訴えようとした貴重なメッセージといえま
す。
※国際司法裁判所は、国家存亡の危機下での核兵器の使用が
違法か合法かの判断は差し控えている。

あい おい

現在も被爆遺構として残る長崎県防空本部跡
（立山防空壕）


